[bookmark: _GoBack]選抜東海予選　校名プレート準備

① データを作成する。（一太郎ファイル）
ドローができたら、４年前のファイル（または２年前の東海総体団体戦のファイル）を使って作業に取りかかる。
できるだけ大きく表示されるような工夫（横幅や字間の調整）がされているので、極力、同じ字数の古いデータを活用する（コピーして文字だけ変える）のがよい。
② 各校３セット印刷する。（印刷方法はファイル内の付箋参照）
③ 右用紙の左端を切り取り、左用紙の右余白に両面テープで貼り付ける。
④ 破損した場合の作り直しのため、用紙の余りと印刷用データ（一太郎ファイル）を当日、持参する。

～ここまでの作業は、前日までに終わらせておく～

⑤ 当日の朝、進行本部補助員＋手空きの理事で、セロテープでプレートに貼り付ける。
プラスチックプレートのみを使う。（厚紙はセロテープをはがすときが問題）
各校３枚貼る。（計48枚）
プラスチックプレートが足らない場合は、厚紙のプレートを使う。
余ったプラスチックプレートは、予備としてクラブハウス２階で保管する。
⑥ 貼り付けた校名プレートのうち２枚は、審判部へ運ぶ。
残り１枚はクラブハウス２階で保管する。
⑦ 初日の終わり頃、敗者復活戦の敗者校のプレートをはがしておく。
何も貼ってないプラスチックプレートはクラブハウス２階で保管する。

【トラブル対応】
(１) 所在が不明になった場合は、予備の１枚のプレートを使う。
(２) 雨等で汚れたり破れたりしたら、予備の１枚と取り替える。
(３) 予備の１枚では不足する場合は、新たに印刷して貼り直す。
(４) (３)の作業は、クラブハウス２階で進行本部補助員＋手空きの理事で行う。
